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11月18日貊岩国大竹線
（関々バイパス）が開通します

市街地での渋滞緩和や地域住民の通勤・通学の安全性の

確保や地域の活性化に寄与するため、山口県において整備

が進められてきました道路が完成し、一般車両の通行がで

きます。

日　時蜷11月18日貊　14時から
場　所蜷岩国市関戸から関ヶ浜の約３㎞

問合せ蜷岩国土木建築事務所（蕁29―1540）

出前公聴会開催中
10月17日から11月22日にかけて

町内各地で出前公聴会が開催され
ています。
今後の予定は、最終面に掲載し

ております。ぜひ、ご参加ください。
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報
告
第
８
号

諸
般
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
９
号

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
10
号

定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
11
号

和
木
町
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
に
つ

い
て

報
告
第
12
号

和
木
町
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
協
会
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

報
告
第
13
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

同
意
第
１
号
【
可
決
】

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

※
沖
永
保
之
さ
ん
を
選
任
す
る
も
の

同
意
第
２
号
【
可
決
】

収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

※
上
岡
宣
雄
さ
ん
を
選
任
す
る
も
の

同
意
第
３
号
【
可
決
】

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

※
秋

尊
生
さ
ん
を
再
任
命
す
る
も
の

諮
問
第
１
号
【
可
決
】

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

※
元
浄
公
昭
さ
ん
を
推
薦
す
る
も
の

平
成
17
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会

認
定
第
１
号
【
可
決
】

平
成
16
年
度
和
木
町
一
般
会
計
・
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
28
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
０
３
、
９

９
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
、
２
０

２
、
５
５
５
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
29
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
９
、
２
９
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
３
６
、
２
７

３
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
30
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
地
方
債
の
補
正
を
行
う
も
の

議
案
第
31
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
、
５
０
０

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
１
７
、
０
４

０
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
32
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
老
人
保
健
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
、
０
７
２

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
６
１
８
、
５
６

０
千
円
と
す
る
も
の

平
成
17
年
第
４
回
和
木
町
議
会
定
例
会
が
９
月
21
日
か
ら
10
月
７
日
の
17
日
間
で
開
催
さ
れ
、
報
告
６
件
、
同
意

３
件
、
諮
問
１
件
、
認
定
１
件
、
議
案
16
件
、
発
議
１
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。



66

ま
ち
の
話
題

自
治
会
長
と
意
見
交
換

行
政
自
治
懇
話
会
開
催

10
月
11
日
、
文
化
会
館
で
行
政
自
治
懇

話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
年
３
回
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
町
内
全
23
地
区
の
自
治
会
長
を
対

象
に
実
施
し
て
お
り
、
古
木
町
長
、
杉
本

議
長
を
は
じ
め
、
町
執
行
部
が
出
席
し
、

自
治
会
長
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

は
じ
め
に
町
か
ら
、
行
政
報
告
が
行
わ

れ
、
町
の
10
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
つ

い
て
、
町
長
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
第

44
回
衆
議
院
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、

台
風
14
号
に
つ
い
て
、
栄
橋
の
架
け
替
え

要
望
に
つ
い
て
、
山
口
県
消
防
操
法
大
会

つ
い
て
、
出
前
公
聴
会
に
つ
い
て
、
和
木

町
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
姉
妹
都
市

恵
庭
市
か
ら
の
派
遣
職
員
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
自
治
会
長

の
皆
さ
ん
か
ら
「
町
道
に
常
習
的
に
駐
車

す
る
車
が
あ
り
苦
慮
し
て
い
る
、
ど
う
対

処
し
た
ら
よ
い
の
か
」、「
関
々
バ
イ
パ
ス

開
通
に
伴
い
交
通
量
が
増
加
す
る
の
で
、

標
識
や
信
号
を
設
置
し
て
欲
し
い
」
、

「
小
・
中
学
生
の
自
転
車
の
マ
ナ
ー
が
悪

い
の
で
指
導
し
て
欲
し
い
」、「
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
と
金
属
・
不
燃
ご
み
の
区
分
が
難
し

い
の
で
広
報
に
大
き
な
文
字
で
掲
載
し
て

欲
し
い
」
な
ど
多
く
の
質
問
や
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
33
号
【
可
決
】

平
成
17
年
度
和
木
町
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
、
３
１
５

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
２
１
、
４
６

９
千
円
と
す
る
も
の

議
案
第
34
号
【
可
決
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
の
間
の
給
料
月
額
を
町
長
に

あ
た
っ
て
は
、
５
％
、
助
役
に
あ
た
っ
て

は
、
４
％
、
収
入
役
に
あ
た
っ
て
は
、

３
％
を
乗
じ
た
額
を
減
額
す
る
も
の

議
案
第
35
号
【
可
決
】

和
木
町
新
駅
建
設
基
金
条
例
に
つ
い
て

和
木
町
に
新
駅
を
建
設
す
る
資
金
に
充
て

る
た
め
、
和
木
町
新
駅
建
設
基
金
を
設
置

す
る
も
の

議
案
第
36
号
【
可
決
】

山
口
市
、
徳
地
町
、
秋
穂
町
、
小
郡
町
及

び
阿
知
須
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
37
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
財

産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
38
号
【
可
決
】

山
口
市
、
徳
地
町
、
秋
穂
町
、
小
郡
町
及

び
阿
知
須
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
に
つ
い
て

議
案
第
39
号
【
可
決
】

山
口
県
市
町
村
消
防
団
員
補
償
等
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
40
号
【
可
決
】

山
口
市
、
徳
地
町
、
秋
穂
町
、
小
郡
町
及

び
阿
知
須
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
41
号
【
可
決
】

山
口
市
、
徳
地
町
、
秋
穂
町
、
小
郡
町
及

び
阿
知
須
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
山
口
県

市
町
村
公
平
委
員
会
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

議
案
第
42
号
【
可
決
】

山
口
県
東
部
地
方
税
整
理
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

議
案
第
43
号
【
可
決
】

山
口
県
東
部
地
方
税
整
理
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

発
議
第
２
号
【
否
決
】

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

和
木
町
議
会
議
員
の
定
数
を
14
人
か
ら
10

人
に
改
め
る
も
の
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ま
ち
の
話
題

心
の
こ
も
っ
た
配
食
25
年
「
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス
」

ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

町
内
外
で
職
場
体
験
学
習

樫山キミエさん

こどもの世話をする和木中生徒

９
月
29
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
「
ふ
れ
あ
い
配
食
サ
ー
ビ
ス
25
周
年
記

念
の
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
山

会
長
が
「
25
周
年
を
迎
え
、

10
月
11
日
、
樫
山
キ
ミ
エ
さ
ん
（
和
木

地
区
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
９
日
、
８
時
か
ら
町
内
各
地
で

「
秋
の
町
内
一
斉
清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
清
掃
に
は
多
く
の
町
民
の
方
が
参
加

し
、
地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
さ
れ
ま

し
た
。

町
内
の
歩
道
、
公
園
、
広
場
、
集
会
所
、

水
路
や
斜
面
の
雑
草
、
落
ち
葉
、
ご
み
、

泥
な
ど
ト
ラ
ッ
ク
40
台
分
が
回
収
さ
れ
ま

し
た
。

一
斉
清
掃
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
朝
早

く
か
ら
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、
更
な
る
向
上

を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
古
木
町

長
は
「
こ
れ
ま
で
多
く
の
苦
労
を
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、
配
食
さ
れ
た
多
く
の
方

が
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
も
事
実
で
す
。
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
が
開
始
。
配
食
物
語
と
題
し

た
寸
劇
や
、
カ
ラ
オ
ケ
、
民
踊
、
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
や
遊
戯
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら

は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
ま
き
起
こ
り

ま
し
た
。

現
在
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
96
名

が
登
録
し
、
月
４
回
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
町
の
福

祉
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

９
月
27
・
28
日
、
和
木
中
学
校
２
年
生

が
町
内
を
は
じ
め
大
竹
市
、
岩
国
市
で
職

場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
「
職
場
体
験
を
と
お
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
、
学
生
生
活
の
中
で
生
か

し
て
い
く
。」
と
い
う
目
的
で
実
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

広
報
記
事

平
岡
　
将
（
和
木
中
２
年
）

９
月
28
日
、
役
場
企
画
総
務
課
へ
行
き

実
際
に
広
報
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し

た
。
ま
ず
、
町
議
会
の
議
場
と
中
継
の
様

子
を
見
学
。
テ
レ
ビ
よ
り
も
生
で
見
る
方

が
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
和
木

保
育
所
で
職
場
体
験
の
様
子
を
取
材
し
ま

し
た
が
、
予
想
以
上
に
撮
影
す
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
わ
ず
、
難
し
い
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
私
も
一
緒
に
給
食
を
食
べ
た

り
、
お
世
話
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
、

昼
寝
の
子
守
は
、
大
変
で
し
た
。

今
回
の
職
場
体
験
を
通
し
て
「
広
報
わ

き
」
が
出
来
る
ま
で
の
工
程
を
知
る
と
と

も
に
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
の
お
世
話

を
し
て
「
人
と
の
信
頼
関
係
を
築
く
」
と

い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
、
職

場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
の
進
路
選

択
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

和木町テニス大会

日　時蜷12月４日豸　８時30分～

ところ蜷町庭球場

種　目蜷男子ダブルス、女子ダブルス

参加料蜷１組　1,000円

申込先蜷和木町体育センター

申込締切蜷11月11日貊

問合せ蜷体育協会テニス部小倉常雄

（蕁52－3259（夜間・休日））

（蕁53－9105（平日昼間））

10
月
16
日
に
、
地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
部
は
和
木
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
は
体
育

セ
ン
タ
ー
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

結
　
果

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
　
　

優
　
勝

上
灰
場
自
治
会

準
優
勝

沖
灰
場
自
治
会

第
３
位

つ
つ
じ
ヶ
丘
自
治
会

第
３
位

加
賀
開
自
治
会

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

優
　
勝

関
ヶ
浜
・
上
組
自
治
会

準
優
勝

上
灰
場
自
治
会

第
３
位

山
の
手
自
治
会

と
　
き
▼
10
月
16
日

場
　
所
▼
周
東
中
学
校
体
育
館

結
　
果

優
　
勝

体
協
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

地
域
安
全
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大
会

玖

珂

郡

家

庭

婦

人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ま
ち
の
話
題

社
協
会
長
に

上
岡
さ
ん
就
任

10
月
16
日
付
け
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
に
上
岡
宗
三
さ
ん
（
関
ヶ
浜
）
が
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
会
長
の
藤
本
巖
さ
ん
は
２
年

間
社
会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上岡宗三さん
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社会きょういくコーナー 
社会教育広報通算333号 

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。 
かわいがってネ 

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

萩
焼
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

わ
あ
い
ク
ラ
ブ

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
品
審
査
結
果

婦
人
会
ふ
れ
あ
い
運
動
会

10
月
15
日
、
バ
ス
で
萩
焼
き
に
つ
い
て

見
学
に
行
き
ま
し
た
。
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
の

会
員
と
そ
の
家
族
を
含
め
16
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

長
沢
陶
土
工
場
（
山
口
市
秋
穂
）
で
は
、

萩
焼
の
材
料
に
な
る
陶
土
を
製
造
し
て
い

ま
す
。

従
業
員
の
方
か
ら
説
明
を
聴
き
、
長
沢

で
採
取
さ
れ
た
土
や
萩
の
見
島
で
採
取
さ

れ
た
赤
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
陶
土
な
ど
の

製
造
さ
れ
る
工
程
を
見
学
し
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
萩
市
に
移
動
し
、
萩
焼
の
窯

元
で
あ
る
泉
流
山
窯
及
び
吉
賀
大
眉
記
念

館
を
見
学
し
ま
し
た
。
宮
本
健
吾
先
生
の

案
内
で
の
ぼ
り
窯
や
萩
焼
の
歴
史
、
伝
統

工
芸
品
の
数
々
を
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
に
参
加
者

の
皆
さ
ん
は
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
15
日
、
中
学
校
体
育
館
で
、「
婦

人
会
ふ
れ
あ
い
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
婦
人
会
員
と
そ
の
家
族
、
来

賓
を
合
わ
せ
て
お
よ
そ
１
２
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

競
技
は
、
紅
白
に
分
か
れ
て
玉
入
れ
や

綱
引
き
、
そ
の
他
趣
向
を
凝
ら
し
た
内
容

の
種
目
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
多
く
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
童
心
に
戻
っ
て
の

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
年
度
も
多
く
の
方
に
応
募
し
て
い
た

だ
き
、
応
募
総
数
は
「
標
語
の
部
」
１
２

２
点
、「
作
文
の
部
」
15
点
、「
ポ
ス
タ
ー

の
部
」
36
点
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

社
会
教
育
委
員
の
皆
様
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
標
語
の
部
】

最
優
秀

「
心
ま
で
　
届
く
気
持
ち
であい

さ
つ
を
」

重
本
　
昌
也
さ
ん
（
小
６
）

優
　
秀

「
わ
き
っ
こ
は
　
お
お
き
な
こ
え
で

こ
ん
に
ち
は
」

永
井
　
満
都
希
さ
ん
（
小
１
）

入
　
選

「
あ
い
さ
つ
は
　
心
の
扉
　
開
け
る
か
ぎ
」

平
岡
　
功
也
さ
ん
（
小
６
）

「
あ
い
さ
つ
は
　
笑
顔
届
け
る
　
宅
急
便
」

村
岡
　
梨
奈
さ
ん
（
中
１
）

【
作
文
の
部
】

最
優
秀

田
渕
　
早
紀
さ
ん
（
中
１
）

優
　
秀

宮
本
　
幸
輝
さ
ん
（
中
１
）

入
　
選

浅
井
　
裕
子
さ
ん
（
中
３
）

田
中
　
千
恵
さ
ん
（
中
１
）

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

最
優
秀

岩
崎
　
美
咲
さ
ん
（
中
１
）

優
　
秀

原
　
　
茉
奈
美
さ
ん
（
中
２
）

入
　
選

和
田
　
静
香
さ
ん
（
小
６
）

田
中
　
千
恵
さ
ん
（
中
１
）

な
お
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

町
内
に
掲
示
し
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い

き
ま
す
。
作
文
に
つ
い
て
は
来
月
以
降
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
明
る
く
気
持
ち
の

良
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
、
安
全
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

のぼり窯前

玉入れ
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。　
　
図書
館行事

案内＆新着図書 

新着図書：『   　』 

長年にわたって発行さ

れ、読者から愛され続けた

「ズッコケ三人組」のシリ

ーズが50巻で完結したのを

記念して、シリーズ全50巻

の歴史や主人公の三人組が

活躍する稲穂県ミドリ市花

山町の地図、花山第二小学

校６年１組のクラスメート

などを紹介した楽しい大型

パネルとズッコケシリーズ

50巻全てを展示します。

※展示している本の貸出も出来ますのでぜひお越し

ください。

場　所蜷和木町立図書館　　　　　　　　　　　

期　間蜷11月９日貉まで

展　示蜷「ズッコケ三人組」完結記念パネル

ズッコケ三人組シリーズ　全50巻

「ズッコケ三人組」卒業記念展示

今月の休館日 3日（祝）・7日（月）・14日（月）・21日（月）・23日（祝）・28日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
絵本の読みきかせ
日　時蜷11月19日貍

10時30分～11時　幼児
おはなし会サークル
「このゆびとまれ」
15時～15時30分　幼児・小学生
読みきかせボランティア
「ぴのきお」

場　所蜷図書館えほんの
コーナー

問合せ蜷和木町立図書館（蕁54―0222）

図書館では、ＤＶＤが視聴できます。

今までは貸し出しのみでしたが、ビデオと同様１日１枚に
限り視聴できるようになりました。
どうぞご利用ください。
☆ 図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになって
います。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索
や予約ができます。）

☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。
アドレス蜷http://www.waki-toshokan.jp/
問合せ蜷和木町立図書館（蕁54－0222）

＜一般書＞
『信長が宿敵　本願寺顕如』 鈴木輝一郎著
『ほとんど記憶もない女』

リディア・ディヴィス著
『最新　栄養キーワード辞典』

池田書店編集部編　
『野菜塾』
日本ベジタブル＆フルーツマイスター協会監修

『里と森の危機　暮らし多様化への提言』
佐藤洋一郎著　

『そうだったのか！アメリカ』 池上彰著　
『｢財界｣とは何か』 菊池信輝著

＜児童書・絵本＞
『木のいのち』 立松和平作　山中桃子絵　
『ラブちゃんとボタンタン』

角野栄子文　堀川波絵　
『山と川と海と』 森山京作　太田大八絵　
『12月通り25番地』
ヘレン・ウォード作　ウエイン・アンダーソン絵　
『クリスマスをめぐる７つのふしぎ』

斉藤洋作　森田みちよ絵　
『葉っぱをまく虫　オトシブミの季節』

海野和男　
『からすのはてな？』 唐沢孝一作　谷内庸生絵
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健
康
づ
く
り
は
楽
し
く
、
安
全
に

「
秋
と
は
い
い
な
が
ら
、
日
中
は
ま
だ

ま
だ
暑
い
な
」
と
い
う
９
月
30
日
、
19
時

出
発
の
夕
焼
け
ウ
ォ
ー
ク
に
20
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
距
離
を
示
す
看
板
を
た
て
、
そ
こ
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る
お
よ
そ
の
消
費
カ

ロ
リ
ー
を
掲
示
し
た
の
で
、
各
自
運
動
の

実
感
と
比
較
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
を
目
的
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
で
す
が
、
夜
間
は
安
全
へ
の
配
慮
が

必
要
で
す
。
県
警
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、

こ
の
日
は
反
射
タ
ス
キ
を
配
布
し
全
員
着

用
し
ま
し
た
。

歩
道
が
な
い
箇
所
も
あ
り
、
通
行
中
の

車
に
対
し
て
歩
行
者
の
存
在
を
示
す
こ
と

は
大
切
で
す
。
こ
こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

錦
龍
の
滝
ウ
ォ
ー
ク
　

参
加
者
募
集
！

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
大
竹
に
あ
る

「
錦
龍
の
滝
」
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

市
街
地
を
一
歩
入
る
と
、
滝
や
、
展
望

台
が
楽
し
め
る
穴
場
の
コ
ー
ス
で
す
。

お
友
達
、
ご
家
族
、
お
子
さ
ん
や
、
お

孫
さ
ん
と
さ
そ
い
あ
っ
て
、
秋
の
一
日
を

楽
し
く
、
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

（
全
コ
ー
ス
約
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

日
　
時
▼
11
月
23
日
（
水
･
祝
日
）

９
時
〜
14
時
頃
　
※
雨
天
中
止

対
　
象
▼
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

場
　
所
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
集
合

し
、
バ
ス
で
玖
波
の
ふ
も
と
へ
行
き
ま
す
。

コ
ー
ス
▼
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
〜
（
バ
ス
）

〜
玖
波
入
り
口
〜
錦
龍
の
滝
〜
公
園
（
ト

イ
レ
あ
り
）
〜
展
望
台
〜
玖
波
入
り
口
〜

（
バ
ス
）
〜
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▼
２
０
０
円

申
込
み
▼
11
月
16
日
貉
ま
で
に
保
健
相
談

セ
ン
タ
ー
（
蕁
52
―

７
２
９
０
）
へ
。
先

着
25
名
で
締
め
切
り
ま
す
。

備
　
考
▼
山
道
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
歩

き
や
す
い
靴
・
服
装
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の

軽
食
・
水
筒
・
タ
オ
ル
等
持
参
。
傷
害
に

つ
い
て
は
、
自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

やさしくやわらかな声や歌声に包まれた楽しくゆっ

たりした時間を、親子でそして子育て中の仲間ととも

に一緒に過ごしませんか？ご参加お待ちしています。

日　時蜷12月８日貅　

10時15分～10時30分　受付

10時30分～11時15分　絵本の読み聞かせと歌遊び

場　所蜷保健相談センター

対象者蜷乳幼児とその保護者

内　容蜷絵本の読み聞かせと歌遊び

指導者　ミルキーウェイの皆さん

申込み蜷12月１日貅までに保健相談センター

（蕁52―7290）へお申込みください。

備　考蜷駐車スペースに限りがありますので、お近く

の方はなるべく徒歩等でお越しくだ

さい。会場は子育ての輪づくり運動

終了後そのままプレイルームになり

ますのでご利用ください。

主　催蜷和木町母子保健推進協議会

絵本の読み聞かせと
歌遊びのお知らせ

町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予

防接種を実施します。

実施期間蜷12月28日貉まで

実施医療機関蜷木村医院・中村クリニック

※町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事前に

保健相談センターにお問い合わせください。

対象者蜷町内に住民票がある満65歳以上の希望者

※60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器

の機能障害で身体障害者手帳１級程度の障害のある方、

またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常

生活が不可能な程度の障害のある方は接種できます。

自己負担額蜷1,050円（ただし、生活保護受給者は無料）

問合せ蜷保健相談センター

（蕁52―7290）

高齢者インフルエンザ
予防接種のお知らせ

８月実施の「夏まつり」と10月実

施の「よちよち赤ちゃんよーいど

ん！」で撮影した写真を11月７日豺

～18日貊まで保健相談センターに展

示します。焼き増しを希望される方

は期間内にお申込みください。

子育ての輪づくり運動
写真展のお知らせ
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保セ・・・保健相談センター

健康カレンダー （11月16日～12月15日）
月 日（曜）

11月17日貅

11月23日豢

11月24日貅

11月30日貉

12月01日貅

11月05日豺

11月08日貅

行　　　　事

プレイルーム

錦龍の滝ウォーク

プレイルーム

育児相談

元気アップ教室

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

受付時間

10：00～15：00

09：00～14：00

11：15～15：00

13：30～14：30

10：00～11：30

10：00～15：00

10：00～10：30

11：15～15：00

保セ　

保セ集合　

保セ　

保セ　

保セ　

保セ　

関ヶ浜分館

保セ

場　　所対　　　　　　　　象

乳幼児とその保護者の方

小学生以上

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

食推さんのおすすめメニュー
豆腐のナゲット風

○ a

豆腐 

豆腐 

レンジへ 
にんじん 

にんじん 

揚げる 

片栗粉 

おくら 

おくら 

材料6人分
木綿豆腐　400ｇ
にんじん　60ｇ
おくら　　60ｇ

少し手間がかかりますが、その分おいしいのできっと家族の皆さ
まに喜んでいただけると思います。 （食推５班　嘉屋　敦子）

鶏ひき肉 180ｇ
卵 １個
生姜絞り汁 １カケ分
しょうゆ 大さじ１
塩 少々
砂糖 大さじ１

片栗粉 大さじ３
揚げ油 適　量
トマトケチャップ 大さじ２
マヨネーズ 大さじ２
レタス ６枚程度
ミニトマト 12個

｛ ｛

作り方
① 下準備
豆腐……熱湯を沸かした鍋にさいの目に
切って入れる。ひと煮し、水気をきる。
にんじん……みじん切りにし、電子レン
ジで２分程度加熱し、冷ましておく。
おくら……小口切りにする。
②材料を混ぜ合わせる

ボウル①の豆腐と爬を合わせてこね
る。①のにんじん、おくら、片栗粉を加
え、よく混ぜる。
③揚げる

揚げ油を中温に熱し、②をスプーンで
一口大にまとめて入れ、きつね色になる
まで、４分ほど揚げる。好みでケチャッ
プとマヨネーズをあわせたものをつけて
いただく。

爬

予防接種法の改正に伴い、麻しん・風しん予防接

種を対象年齢内でまだ未接種の方は両方とも平成18

年３月31日までに接種を完了されることをお勧めし

ます。

問合せ蜷保健相談センター　　（蕁52―7290）

受け忘れていませんか？

～麻しん・風しん予防接種のお知らせ～
｢食べること｣について一緒に考えてみませんか？
対象者蜷小学３・４年生 15名 ※保護者の参加も可。

児童のみも可です。
日　時蜷11月14日豺　13時30分～16時30分　

※代休で学校はお休みの日です
場　所蜷保健相談センター
内　容蜷「おやつについて考えよう！」

ゲーム、クイズ、調理実習
参加費蜷材料費実費（200円程度）
持ってくるもの蜷エプロン、三角巾、ふきん、手ふき

タオル、筆記用具
申込み蜷保健相談センター（蕁52―7290）へご連絡く　

ださい。
申込み期限蜷11月９日貉　※定員になり次第締め切ら

せていただきます。
第４回「食べることについて振り返ろう！」
（３月実施）も予定しています。

アロマテラピーには、香りを効果的に取り入れるこ
とで、リラックス効果･免疫力アップの作用がありま
す｡この冬は風邪に負けないように、抵抗力をつけま
しょう。
日　時蜷11月30日貉　10時～11時30分
場　所蜷保健相談センター
内　容蜷『寒さ知らず　風邪知らず』
準　備蜷材料費500円
申込み蜷11月22日貂までに保健相談センターへ

（蕁52―7290）
※先着15名で締め切ります。

第3回　キッズきっちん
～こどもの食べ物教室～

こころわくわく からだいきいき
元気アップ教室のお知らせ
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
11
月
17
日
貅
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

蕁
52
―

１
６
１
６
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
蕁
５２
―

８
６
４
４
）

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
１
木
曜
日
１０
時
〜
１６
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
蕁
29
―

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

日
　
時
▼
11
月
15
日
貂
10
時
〜
12
時
ま
で

場
　
所
▼
町
民
相
談
室

弁
護
士
▼
奥
弁
護
士

（
岩
国
地
区
弁
護
士
会
）

受
　
付
▼
11
月
10
日
貅
ま
で
先
着
５
名

申
込
み
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
蕁
52
―

１
６
１
６
）

お
願
い
▼
相
談
・
質
問
内
容
な
ど
を
整
理

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
資
料
等
は
、
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
12
月
７
日
貉
　
10
時
〜
15
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
１
階
講
習
室

担
当
者
▼
地
元
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
▼
家
庭
内
で
の
悩
み
や
も
め
ご

と
、
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
、
金
銭

の
貸
借
、
借
地
借
家
の
問
題
、
近
隣
間
の

も
め
ご
と
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を
厳

守
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
５２
―

２
１
３
５
内
線
２
０
４
）

心

配

ご

と

相

談

無
料
人
権
相
談
所
開
設

無

料

法

律

相

談

各
　
種
　
相
　
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

山
口
法
律
関
連
士
業
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
「
一
斉
共
同
相
談
会
」

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
、
女

性
を
め
ぐ
る
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
の
解

決
に
向
け
た
助
言
と
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
20
日
豸
10
時
〜
17
時
ま
で

電
話
▼
蕁
０
８
３
―

９
２
０
―

１
３
１
１

主
催
▼
山
口
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

日
　
時
▼
11
月
26
日
貍
受
付
９
時
30
分
〜

相
談
10
時
〜
16
時

場
所
▼
山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館
３

階
会
議
室
（
山
口
市
惣
太
夫
町
２
番
２
号

山
口
駅
構
内
西
隣
）

相
談
内
容
▼
日
常
の
困
り
ご
と
相
談

相
談
員
▼
行
政
書
士
、
公
認
会
計
士
、
司

法
書
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
弁

理
士
、
弁
護
士

相
談
料
▼
無
料

問
合
せ
▼
山
口
県
弁
護
士
会
事
務
局

（
蕁
０
８
３
―

９
２
２
―

０
０
８
７
）

税
の
無
料
相
談

税
の
専
門
家
で
あ
る
税
理
士
が
無
料
で

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
16
日
貉
10
時
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時

場
　
所
▼
フ
ジ
グ
ラ
ン
岩
国
店
６
階
催
事

場相
談
員
▼
中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

問
合
せ
▼
岩
国
税
務
署（

蕁
22
―

０
１
１
１
）

11
月
11
日
〜
17
日
は

税
を
考
え
る
週
間
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日
　
時
▼
11
月
21
日
豺
13
時
30
分
〜
15
時

場
　
所
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
法
人
お
よ
び
個
人
（
青
色
申
告

以
外
の
方
）

問
合
せ
▼
税
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
３
）

日
　
時
▼
11
月
28
日
豺
19
時
か
ら
22
時

場
　
所
▼
文
化
会
館
商
工
指
導
室

問
合
せ
▼
和
木
町
商
工
会

（
蕁
53
―

２
０
６
６
）

広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

◆
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

蕁
０
５
７
０
―

０
５
―

１
１
６
５

◆
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金
相
談

蕁
０
５
７
０
―

０
７
―

１
１
６
５

受
付
時
間
は
８
時
30
分
〜
17
時

（
土
･
日
･
祝
日
を
除
く
）

※
電
話
機
の
設
定
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
電
話
機

に
よ
っ
て
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
。
お

手
数
で
す
が
、
他
の
電
話
機
で
お
か
け
直

し
頂
く
か
、
岩
国
社
会
保
険
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
24
―

２
２
２
２
）

岩
国
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
時
間
延
長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
い

た
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
相
談

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

■
時
間
延
長
日
８
時
30
分
〜
19
時
ま
で

11
月
７
日
豺
〜
11
日
貊
、

11
月
14
日
豺
〜
12
月
26
日
豺
ま
で
の
毎
週

月
曜
日

■
休
日
相
談
日
９
時
30
分
〜
16
時
ま
で

11
月
６
日
豸
、
12
日
貍
、
12
月
10
日
貍

問
合
せ
▼
岩
国
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
24
―

２
２
２
２
）

日
　
時
▼
11
月
５
日
貍
、
12
月
３
日
貍

10
時
〜
16
時

相
談
電
話
▼
薔
０
１
２
０
―

０
０
３
―

８
２
１

内
　
容
▼
消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀

行
等
へ
の
月
々
の
返
済
で
お
困
り
の
方

に
、
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け
た
債
務

整
理
手
続
の
紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
蕁
０
８
３
４
―

32
―

５
７
７
８
）

経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

年
末
調
整
説
明
会

年
金
の
お
問
合
せ
は

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』
へ
邇

●
作
品
展

日
　
時
▼
12
月
３
日
貍
〜
５
日
豺

９
時
〜
17
時

（
最
終
日
９
時
〜
12
時
）

場
　
所
▼
岩
国
市
民
会
館

●
作
品
募
集

作
　
品
▼
絵
画
・
俳
画
・
写
真
・
書
道

手
芸
・
工
芸
・
俳
句
・
短
歌

期
　
限
▼
11
月
25
日
貊
ま
で

提
出
・
問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
８
）

教
師
の
日
は
、『
子
は
師
・
親
を
敬
い
、

感
謝
し
、
師
は
子
を
讃
え
、
親
は
師
を
敬

い
、
子
を
慈
し
む
こ
と
』
と
い
う
「
尊
師

親
愛
生
」
の
精
神
に
基
づ
く
教
育
風
土
の

醸
成
を
ね
ら
っ
て
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
８
日
貂
　
14
時
30
分
〜
　

場
　
所
▼
文
化
会
館

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
事
務
局

（
蕁
52
―

３
１
２
３
）

当
日
は
、
教
育
委
員
会
表
彰
の
ほ
か
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
、
教
職
員
ら
に
よ
る

意
見
発
表
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

県
内
に
住
所
や
勤
務
先
を
有
す
る
中
小

司
法
書
士

サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
無
料
電
話
相
談
会

岩
国
地
区
広
域
市
町
村
圏

心
身
障
害
者（
児
）作
品
募
集

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

働
く
人
の
『
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
』

年
金
相
談
の
平
日
の
時
間
延

長
と
休
日
の
相
談
を
実
施
！

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

企
業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
制
度
で

す
。

月
々
わ
ず
か
な
掛
金

１
型
４
５
０
円
、
２
型
９
０
０
円
、
３
型

１，

５
０
０
円
、
４
型
２，

０
０
０
円
、

高
齢
型
４
５
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５
０

０
円死

亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害
な
ど

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、
さ

ら
に
、
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・
中
高

校
入
学
祝
に
も
給
付
し
ま
す
。

従
業
員
の
福
利
厚
生
面
を
よ
り
充
実
さ

せ
る
た
め
に
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
共

済
掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損
金
ま

た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
３
１
１
）

住
宅
ロ
ー
ン
返
済
相
談
、
公
庫
の
ロ
ー

ン
の
返
済
に
つ
い
て
お
悩
み
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
返
済
方
法
に

変
更
が
可
能
で
す
。

フ
ラ
ッ
ト
35
の
ご
案
内
▼
長
期
固
定
金
利

住
宅
ロ
ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
は
返
済
期

間
中
、
金
利
が
変
わ
ら
な
い
安
心
の
住
宅

ロ
ー
ン
で
す
。

※
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店
の
営
業
時
間

は
、
月
曜
日
〜
金
曜
日
、
第
１
・
３
日
曜

日
の
９
時
〜
17
時
で
す
。

問
合
せ
▼
住
宅
金
融
公
庫
中
国
支
店

（
蕁
０
８
２
―

２
２
１
―

８
７
１
６
）

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

の
お
知
ら
せ

「
教
師
の
日
」

式
典
の
ご
案
内
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公道への駐車は
やめましょう！

町内の道路に長時間、あるいは夜間駐車をしている

車両が見うけられます。長時間にわたる公道への駐車

は禁止されています。

付近に住む方や、通行する人々の迷惑になり、消防

車や救急車等の緊急車両の通行の妨げにもなります。

また、消火栓の近くに駐車すると、火災発生時の消

火活動に支障をきたし、人命にかかわる重大な迷惑と

なってしまいます。

みんなが安全に、気持ちよく道路を通行するために、

適正な駐車をお願いします。

自衛隊生徒募集
応募資格蜷中学校卒業者（卒業見込みを含む）

17歳未満の男子

受付期間蜷11月１日貂～平成18年１月10日貂

試 験 日蜷第１次試験平成18年１月14日貍

待　　遇蜷自衛官（３士）として採用され、４年間

の教育の後、３曹（陸・海・空）に任命され、部隊

の中堅として活躍することになります。

教育中は衣食および俸給が支給されます。また、

同期はもちろんですが、先輩・後輩とも一緒に生活

する全寮制のような教育環境です。

入隊と同時に高等学校（通信制）に入学し、３年

修了時には高校卒業資格を取得できます。

また、自衛隊生徒から、防衛大学校や航空学生に

進路を取る方もいます。

問合せ蜷自衛隊山口地方連絡部岩国募集事務所

（蕁23―1580）

秋季全国火災予防運動
実施中！

期間11月９日貉～11月15日貂

「あなたです 火のあるくらしの 見はり役」

これから、火災が発生しやすい季節を迎えます。火

災予防思想の一層の普及を図り、火災の発生を防止し、

尊い命や貴重な財産の損失を防ぎましょう。

火の用心７つのポイント

１．家のまわりに燃えやすいものを置かない。

２．寝タバコやタバコの投げ捨てはしない。

３．天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

４．風の強いときは、たき火をしない。

５．子どもには、マッチやライターで遊ばせない。

６．電気器具は、正しく使い、たこ足配線はしない。

７．ストーブには、燃えやすい

ものを近づけない。

問合せ蜷岩国地区消防組合

（蕁22―0119）

国民年金保険料控除証明書
の発行について

所得税法が改正され、平成17年分の所得の申告か

ら、国民年金保険料を社会保険料控除として申告す

る場合に、１年間に納付した保険料を証明する書類

の添付等が義務付けられました。

このため、９月までに保険料を納付された方には、

社会保険庁から控除証明書が11月に送付されますの

で、年末調整や確定申告を行うまで大切に保管して

ください。また、10月以降の納付分については、平

成18年２月までに控除証明書が送付されます。

問合せ蜷岩国社会保険事務所

（蕁24―2222）
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岩国矯正展
日　時蜷11月12日貍　10時～16時、

13日豸　10時～15時

場　所蜷岩国刑務所内（岩国市錦見６丁目11―29）

内　容蜷広報コーナー、相談コーナー、即売コーナー、

朝市など

問合せ蜷岩国刑務所企画部（作業）

（蕁41―1376）

高齢者カラオケ大会
日　時蜷11月27日豸　13時30分～16時

場　所蜷文化会館

※福祉バスが利用できます。

問合せ蜷老人クラブ連合会事務局

（蕁52―8644 社会福祉協議会）

第２回和木町赤い羽根
チャリティーゴルフ大会
スポーツを通じて地域福祉活動に貢献

していただくため、次のとおりチャリテ

ィーゴルフ大会を計画しました。奮って

ご参加ください。

日　時蜷11月22日貂

場　所蜷和木ゴルフ倶楽部

参加料蜷1,000円（共同募金に寄付させて

いただきます。）

プレー費蜷一般参加11,000円（PAL付）

チャリティーイベント蜷11番ホールでワ

ンオンしなかった場合、500円をチャリテ

ィーとして寄付していただきます。

賞　品蜷１位～５位・７位・10位・

以下、飛び賞

主　催蜷山口県共同募金会和木分会

後　援蜷和木町・体育協会ゴルフ部

申込み・問合せ蜷和木ゴルフ倶楽部

（蕁52―1800）

イ

ベ

ン

ト

情

報
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（
10
月
15
日
句
会
）

廻
廊
の
花
嫁
を
見
る
雄
鹿
か
な

陣
場
　
直
雄

水
害
の
荒
れ
た
る
畑
や
小
鳥
来
る

陣
場
　
孝
子

黒
潮
の
岬
を
越
え
て
椋
渡
る

浜
田
千
代
美

朝
霧
や
川
面
と
び
立
つ
鷺
一
羽

浦
　
　
盈
子

学
生
の
渡
船
へ
走
る
星
月
夜

越
智
　
幸
子

だ
し
ぬ
け
に
猪
と
出
合
ふ
や
家
の
前

小
川
　
誉
子

色
鳥
の
来
て
宿
坊
は
華
や
げ
り

灰
岡
美
穂
子

蟷
螂
の
両
鎌
も
ち
て
放
り
け
り

平
岡
　
菊
江

鳴
き
砂
を
は
だ
し
で
歩
き
秋
惜
し
む

松
浪
　
政
子

鰯
雲
新
築
の
屋
根
作
り
を
り

山
重
　
杵
子

き
ら
き
ら
と
群
な
し
鯔
の
川
の
ぼ
る

与
三
本
愛
子

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
４
１
２
）

【
相
　
談
】

百
円
で
米
や
パ
ン
を
売
る
と
言
わ

れ
、
近
所
の
仮
設
店
舗
に
何
日
か
通
っ

た
。
行
く
た
び
に
医
師
を
名
乗
る
人
か

ら
健
康
食
品
の
説
明
が
あ
り
、
毎
日
服

用
す
る
と
血
管
が
丈
夫
に
な
り
血
圧
も

下
が
る
と
購
入
を
勧
め
ら
れ
た
。
何
度

も
そ
う
し
た
説
明
を
受
け
、
百
万
円
を

超
え
る
健
康
食
品
の
購
入
を
し
た
が
、

服
用
を
続
け
る
う
ち
便
秘
・
下
痢
を
繰

り
返
す
な
ど
体
調
が
悪
く
な
っ
た
。
後

日
、
医
師
だ
と
い
う
の
は
嘘
だ
と
わ
か

っ
た
。
解
約
し
た
い
。

【
処
　
理
】

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て

い
た
の
で
、
販
売
時
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
の
問
題
点
を
主
張
し
た
「
契
約
取
消

し
通
知
」
を
作
成
し
、
内
容
証
明
郵
便

で
通
知
す
る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

健
康
食
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
相
談

は
、
健
康
に
関
心
の
高
い
60
歳
以
上
の

年
齢
層
に
多
い
の
が
特
徴
で
す
。「
健

康
食
品
」
と
い
う
言
葉
に
明
確
な
定
義

は
な
く
、
法
律
的
に
は
あ
く
ま
で
も
食

品
で
あ
り
、「
○
○
に
効
く
」
な
ど
と

効
能
効
果
を
う
た
う
こ
と
は
許
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

日
用
品
な
ど
を
無
料
で
配
る
な
ど
の

名
目
で
消
費
者
を
仮
設
店
舗
な
ど
に
集

め
、
閉
め
切
っ
た
会
場
で
得
を
し
た
気

分
に
さ
せ
て
、
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、

最
後
に
高
額
な
商
品
の
販
売
を
す
る
商

法
を
Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）
と
い
っ

て
お
り
、
特
定
商
取
引
法
で
は
契
約
書

消費者生活相談 
だよりVol.14

健康食品を契約したが

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（
蕁
52
―

２
１
３
５
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
（
蕁
52
―

５
８
６
８
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
蕁
０
８
３
―

９
２
４
―

２
４
２
１
）

面
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め
て
８
日
以

内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
が
可
能
で
す
。
自
ら

開
封
・
消
費
し
た
分
に
つ
い
て
は
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
は
無
理
で
す
が
、
未
開

封
分
に
つ
い
て
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
ま
す
。
ま
た
、
販
売
員
が
開
封
し

た
り
、
消
費
者
に
開
封
さ
せ
た
場
合
も

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

事
業
者
の
嘘
の
説
明
を
信
じ
て
契
約

し
た
場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
を
過
ぎ
て
い
て
も
契
約
を
取
り
消
す

こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

き
ら
め
ず
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
者
が
健
康
食
品
に
つ
い
て
客
観

的
な
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
健
康
食
品
」
の
安
全
性
・
有
効
性
に

つ
い
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
国
立
健

康
・
栄
養
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
消
費
者
は
こ
う
し

た
情
報
や
知
識
を
商
品
購
入
に
役
立
て

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
生
活
情
報
サ
ロ
ン
を
設
け
、

様
々
な
消
費
生
活
情
報
を
提
供
し
て
お

り
、
ま
た
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
こ
う

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

日
　
時
▼
11
月
12
日
貍
〜
13
日
豸

９
時
〜
12
時

開
催
場
所
▼
各
市
町
村
朝
市
会
場

（
山
口
、
広
島
、
島
根
の
県
境
付
近

の
市
町
村
）
役
場
等
に
詳
細
マ
ッ
プ

が
あ
り
ま
す
。

実
施
内
容
▼
野
菜
・
特
産
品
の
販

売
、
体
験
交
流
、
バ
ザ
ー
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等

※
12
日
貍
は
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、
生
改
連
に

よ
る
新
鮮
野
菜
の
販
売
が
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
蕁
52
―

２
１
３
５
内
線
２
０
５
）

岩
国
農
林
事
務
所
農
業
普
及
部

（
蕁
29
―

１
５
６
２
）

ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・

フ
ェ
ス
タ
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ごみの分別をきちんとしましょう！

歳
重
ね
体
力
気
力
バ
ラ
ン
ス
の
身
に
余
る
も
の
捨
て
て

生
き
な
む

嘉
屋
　
笑
子

水
害
を
詫
び
る
が
に
咲
く
彼
岸
花
荒
れ
し
川
辺
に

赤
も
鮮あ

ざ

や
か

神
園
　
静
美

独
り
居
の
昼
の
厨
辺
し
ん
と
し
て
藤
村
の
「
朝
」
を

ふ
と
口
ず
さ
む

近
藤
巳
津
子

さ
り
な
が
ら
生
き
き
し
命
あ
り
が
た
き
ち
ち
母
の
夢

涙
な
が
る
る

田
渕
ハ
ネ
子

舞
ひ
降
り
し
蝶
々
ふ
た
つ
連
な
り
て
や
が
て
ひ
と
つ
と

な
り
て
消
え
ゆ
く

広
宇
次
信
子

夏
ば
て
の
頭
の
中
に
走
馬
灯
軍
歌
演
歌
と

同
じ
箇
所
の
み

正
中
ツ
ヤ
子

人
の
世
の
つ
と
め
終
り
て
逝
き
し
友
優
し
き
面お

も

の

し
き
り
浮
か
び
来く

森
本
　
初
子

木
犀
の
匂
ひ
ほ
の
か
に
流
れ
き
て
今
日
の
疲
れ
を

癒
さ
れ
て
お
り

箭
野
　
賀
代

台
風
の
風
よ
り
強
く
卵
を
抱
く
き
じ
鳩
木
陰
に

み
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず

横
川
美
代
子

や
わ
ら
か
な
笑
顔
と
言
葉
そ
れ
だ
け
で

た
だ
そ
れ
だ
け
で
心
和
み
ぬ

大
野
　
千
尋

彼
岸
花
花
群
つ
づ
く
明
る
さ
に
こ
の
世
あ
の
世
の

境
も
あ
ら
ず

藤
上
　
紀
子

区　　分

分　　別

燃えるごみ

プラスチック

ペットボトル

金属不燃ごみ

粗大ごみ

（戸別収集）

ガラス

新聞・雑誌

備　　考

町の指定袋

町の指定袋

ふたとラベルを取り、

中を洗い、つぶす

町の金属不燃ごみの指

定袋

粗大ごみ収集券

（有料）

紙ひもで縛ってくださ

いダンボール

ごみの種類

生ごみ・生花・落ち葉・紙くず・紙容器・布製品等

お菓子の袋・ラーメン等のカップ・錠剤のシート等
※プラスチックマーク識別マークのついたもの

※ペットボトルマークのついたもの、ただし、数字が「１」
のもののみ
※キャップはプラスチック・金属の場合あり
※ラベルはプラスチックの場合あり

靴・かばん・刃物類・なべ・やかん・カセット類等
※出せるものは､指定袋に入るもののみです。はみ出している

場合は､回収しません。

布団・じゅうたん・自転車・タンス・ベット等
※　自己搬入もできます

リサイクルビン

埋立ごみ

有害ごみ

ジュース類・食品類等

※リサイクルできないものもあります

陶器・磁器・植木鉢（焼物）残灰等

乾電池・蛍光灯・体温計等

新聞（新聞・折込チラシ）・雑誌（カタログ・厚紙等）

ダンボール　※折りたたみ、粘着テープをはずしてください

（詳しくは､家庭ごみ収集カレンダーをご覧ください。）※分別方法が守られないごみは取り残します。

問合せ蜷住民サービス課（蕁52―2135 内線205）

最近、分別がきちんとなされていない袋が多くなってきています。
「少しぐらいいいか」「わからなければ関係ない」「だれかがどうにかするさ」「自分一

人ぐらい」なんて、簡単に考えていませんか？
特に「金属・不燃ごみ」の中に、可燃物、ペットボトルやおもちゃの中に取り残された

乾電池など､分別できるものが数多く見られます。これらは、限りある資源や環境を害するのもです。
きちんと分別するようみんなで心掛けましょう！

その79
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平成17年10月1日現在 

総人口 6,674人 
 （－25） 
世帯数 2,633世帯 
 （－3） 
和木町の面積  10.56裄 

3,324人 　男 
(－8)

女 　3,350人 
(－17)

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド

出前公聴会を開きます 和木町住宅建設資金
利子補給制度

この制度は、和木町内において良質な住宅の建設

の促進を図るため、町内に住宅を新築
蘆 蘆

、または町内

の新築
蘆 蘆

住宅を購入した方で、その資金を金融機関等

から借り入れた方に対して、その借入額に対する利

子の一部または全部について、町が補助する制度で

す。

①対象となる新築住宅の基準

人の居住用床面積が60裃以上あること。

②補助額及び補助期間

新築住宅の建設または購入に要した費用に対する

償還金のうち、利子に相当する額（年額上限60,000

円）を居住を開始した月から60ヶ月間補助します。

③申請方法

居住開始から2ヶ月以内に、必要書類を添えて都

市建設課に申請してください。

④問合せ

都市建設課（蕁52―2135 内線413、412）

町民の皆さまから様々なご意見をいただき、今後
の町政に反映させるとともに、開かれた町政を実現
するため、出前公聴会を開催しています。

各会場とも19時より開催
問合せ蜷企画総務課（蕁52―2135内線306）

国民健康保険料　　 ５期分

介護保険料　　　 ５期分

上下水道使用料 ９・10月分

町営住宅使用料　　　 11月分

納期内に納めましょう！

今月の納税
寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

藤
川
　
厚
子
さ
ん
（
和
木
地
区
）

山
崎
　
英
樹
さ
ん
（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

剛
柔
流
空
手
道
東
剛
館
　
　
様

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
　
様

期　日

11月１日貂

11月２日貉

11月４日貊

11月７日豺

11月14日豺

11月16日貉

11月18日貊

11月19日貍

11月22日貂

開催場所

つつじヶ丘集会所

和木1丁目集会所

和木2丁目第2集会所

和木2丁目第1集会所

和木2丁目第3集会所

和木3丁目集会所

和木4丁目第2集会所

蜂ヶ峯集会所

和木5丁目集会所

対象自治会

つつじヶ丘

上組、前組

中組、中開

背戸場、下組

山の手、三井化学・寮

曙、加賀開、

新日本石油精製寮

上灰場、中灰場

蜂ヶ峯

沖灰場、新地
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